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　とかく最新の研究ほど、分野を問わず先鋭
化し、狭い内容になりがちです。魚の子供の研
究には、その前段階の卵や親魚に関する情報
も不可欠です。このように、魚の一生を常に意
識して研究を進めないと、絶滅危惧種の保全
も、水産資源の持続的利用も、有効な方策をと
ることはできません。本書は、魚類学・水産系研
究者が、日ごろの研究を一歩下がって見直し
て、魚の一生を俯瞰する契機になればと思い、
編纂しました。若手＆中堅の研究者が筆を振る
い、章ごとに魚の一生の一場面を紹介していま
す。登場する魚もマサバ、サケから深海魚まで
多岐に渡り、読者も飽きないと思います。魚類生
態学の入門書として受け入れていただければ
と願っております。　　　　　　  （猿渡 敏郎）

　海洋底は地球上で最も活発な地質現象が起
こっている場所であり、同時に過去の地球環境
の歴史を記録している場でもあります。また、現在
わたしたちが直面している地震・津波などの自然
災害、環境変動、資源開発などのさまざまな問題
に立ち向かうためには、海洋底の理解が欠かせ
ません。先年お亡くなりになった本所小林和男名
誉教授は、70年代に日本ではじめて観測に基づ
いた海洋底科学という学問分野を創設され、
「海洋底地球科学」という本をお書きになりまし
た。この本は、小林先生の名著に敬意を払い、そ
の後のこの分野の進展を豊富に取り入れ、海洋
底の誕生から消滅までの過程をたどりながら、海
洋地殻とリソスフェアのテクトニクスとダイナミクス
を丁寧に解説しました。学部生から読める初学
者向けの教科書となっています。　（沖野 郷子）

　中学高校の理科の教員などを読者として想
定した隔月刊の冊子「RikaTan」の2016年8月
号で夏の特別企画「海をめぐる19の知的冒
険」が組まれました。海に関する19の様々な話
題について研究者らが平易な解説をしていま
す。道田による「海岸漂着物はどこから来る
か？」をはじめ、「引き潮と満ち潮」（小田巻実）、
「海藻おしば」（杉山孝一）、「海の色は何色？」
（桑島幹）、「海水の化学」（一色健司）といった
タイトルが並びます。各項目は2または4ページに
コンパクトにまとめられていて、それぞれ読み物
としても面白い内容になっています。 （道田 豊）

生きざまの魚類学 
魚の一生を科学する 
猿渡 敏郎 編・著
A5判・248ページ・3,600円（税別）
2016年6月・東海大学出版部 刊

海洋底地球科学
中西 正男・沖野 郷子 著
A5判・320ページ・3,800円（税別）　
2016年5月・東大出版会 刊

理科の探検RikaTan 
夏の特別企画
「海をめぐる19の知的冒険」 
左巻 健男 編
B5判・128ページ・1,400円（税込）
2016年6月・SAMA企画 刊
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発令日
H28.6.16
H28.7.1
H28.7.15
H28.8.15

□ 教員（常勤）
所属・職名
附属国際連携研究センター　国際協力分野
海洋底科学部門海洋底環境分野

教授
准教授

（旧）所属・職名
海洋生態系動態部門　浮遊生物分野

海洋化学部門　海洋無機化学分野
海洋生命科学部門　分子海洋生物学分野

准教授

助教
助教

異動内容
昇任
採用
退職
退職

氏名
齊藤　宏明
黒田　潤一郎
中山　典子
馬渕　浩司

発令日
H28.7.1
H28.7.1
H28.7.1

□ 職員（常勤）
所属・職名
日本学術振興会国際事業部国際企画課海外センター係
施設・安全管理チーム
国際・研究推進チーム

主任
係長
一般職員

（旧）所属・職名
国際・研究推進チーム
筑波大学施設部施設企画課
産学連携部産学連携推進課総務企画チーム

主任
係長
一般職員

異動内容
転出（在籍出向）
転入（在籍出向・復帰）
転入（配置換）

氏名
原　尚子
花山　玄洋
瀧本　ゆり

矢萩 拓也
海洋生態系動態部門 底生生物分野 博士課程
日本貝類学会 平成28年度大会 学生最優秀発表賞
［2016年4月］

「熱水噴出域固有
動物の海洋表層
分散―ミョウジン
シンカイフネアマ
ガイを例に―」

佐藤 正樹 教授
地球表層圏変動研究センター
大気海洋系変動分野
Progress in Earth and Planetary Science 
Most Accessed Paper Award 2016
［2016年5月］

「The Non-hydrostatic Icosahedral Atmospheric 
Model: Description 
and development」

芳村 圭 兼務准教授
気候変動現象研究部門 
気候水循環研究分野
土木学会 第60回水工学講演会 
アウトスタンディング・
ディスカッション賞 
［2016年8月］

染谷 有 特任研究員
気候モデリング研究部門 
大気システムモデリング研究分野
日本リモートセンシング学会 平成27年度論文奨励賞
［2016年5月］

「TANSO-FTS/GOSATによる熱赤外スペクト
ルデータを用いた南極域における極成層圏雲の
観測」

発行日／2016年10月6日      発   行／東京大学大気海洋研究所 広報委員会・広報室     
編   集／新野宏（広報委員長）、井上広滋、高薮縁、岡英太郎、小松幸生、高畑直人、山口飛鳥、清家弘治、杉田佳代子（出版編集小委員会）、森山彰久、近藤晴奈、小川容子（広報室）     

〒277-8564 千葉県柏市柏の葉5-1-5　 電話／04-7136-6006（代表）　FAX／04-7136-6039 　E-mail／kouhou@aori.u-tokyo.ac.jp    URL／http://www.aori.u-tokyo.ac.jp
デザイン／田内重春   印刷／クイックス

第23号


	標準_new Ocean Breeze.indd-01
	標準_new Ocean Breeze.indd-02
	標準_new Ocean Breeze.indd-03
	標準_new Ocean Breeze.indd-04
	標準_new Ocean Breeze.indd-05
	標準_new Ocean Breeze.indd-06
	標準_new Ocean Breeze.indd-07
	標準_new Ocean Breeze.indd-08
	標準_new Ocean Breeze.indd-09
	標準_new Ocean Breeze.indd-10
	標準_new Ocean Breeze.indd-11
	標準_new Ocean Breeze.indd-12

